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図主i-館と私のおつき合いは随分長いように思う。高校生の頃、生徒館員としてまるでクラ

ブ活動のように毎日顔を出して仕事もしていた。恥ずかしながら日本十進分類法を学んだの

もその頃である。大学に入ってからも、講義の合間ゃあとに行くところといえば図書館しか

なかったから、おのずと足が向いた。卒業論文を書く半年前からは開架式の、専門書の閲覧

室に入り浸りであった。高IJ手の人や先輩からもそこで色々と教わったなつかしい記憶がある。

経済学部の創設準備のときは選書や分類などの仕事も手伝ったし、その後も何かとかかわ

りがi菜まるばかりであった。 r知の技法』がベストセラーになったけれども、自分なりの知の

技法を身につけるためにはやはり図書館通いは欠かせぬものだと思う。昨今の学生諸氏に昔

話をしたところでどうということもなかろうが、若い血潮のたぎる時代に、静かに図書:館で

書物に親しむ時間を充分に持って項くことが肝要ではないか、と思うのである。

私は私で我流に今後も末長く図書館とつき合って、できれば息絶えるまで続けたいとねが

っている 。(経営学部長)
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玉国

守英秋本

天下の孤本 『類緊古集』 龍谷大学図書館

蔵の 『類環古集』は、編者 ・藤原敦隆 (1120

没)自身が書いた本(これは残されていない)

を、成立から間もない時期に直接書き写した

もので、 『類緊古集』の写本は、これ以外に全

くない。この本をもとに抜き書きした r古葉

略類緊抄』などのあることは、 『類環古集』が

後世に重んじられていたことを示す。また、

これらによ って、 二十巻のうち快けている四

つの巻の内容のあらましも知ることができる。
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r万葉集』本文の校勘とその訓み方 歌の一

つ一つは、始めに万葉仮名で書き、その左に

平仮名で訓み方を記している。よく知られて
しき町みこ

いる 『万葉集』巻八の志賞皇子の歌は、 『類緊
さ わ ら U

古集』では、巻ー ・春部の「左和良枇」のと

ころに、

石漉垂見之上乃左和良批乃毛要出春が成

来鴨

いはそきくたるみのうへのさはらひのも

えいつるはるになりにけるかも

とあり、「きはらひ」の「は」は見せ消ちにし

て右側に「わ」と訂正している。

「石漉」が r万葉集』では「石激」となっ

ているが、平安時代の漢籍で「漉」と「激」

とは同じ訓を持っていた。もし 『類緊古集』

が用いた 『万葉集』も「漉」であったとする

と、 r万葉集』の本文が元来どうであったかと

いう問題に一石を投じることになる。「さわら

「万葉集」の再構成 「委員緊」とは、種類別
あっ さっ さん

に緊める意で、雑纂(一定の配列法のない編

集法)や作者別などに対比していう、 書物の

編纂方法の一つ、「古集」とは、平安時代後期

からみて古い歌集である 『万葉集』をいう 。

つまり、 『類緊古集』は、雑纂形態である 『万

葉集』に収められたすべての歌を、種類別に

編集し直した歌集である。『要頁衆』という名を

持つ本には、奈良時代に山上憶良の撰んだ『類

緊耳JvttJや、平安時代前期に成った百科事典
わみよう

r和名類環抄』などがすでにあり、中国 ・唐

の類書 『喜文類衆』などに学んだものと考え

られる。

『類緊古集』の分類は、大きくは長歌 ・短
せど う

歌 ・旋頭歌という歌体別に、そのそれぞれは

春 ・夏 ・秋 ・冬・天・地 ・山・水……に、春
ねの ひ

部はさらに霞・残雪・子日・さわらぴ ・若菜

ーというように歌の題材別になっている。
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び、」の「わ」を「はJ と書き誤ったのは、語

の途中のハの音がワに転じたという 当時の音

韻の状態を受けて、語の中のワ音は「は」と

書けばよいと誤断 したことによろう 。当時の

音韻の状態と仮名づかいの意識の一端が知ら

れる。また、平仮名で訓み方を記しているこ

とは、平安時代、すでに r万葉集』が訓みに

くくなっていたことを表し、またその訓み方

は、現在の研究からみると誤りもあるが、当

時 『万葉集』の本文がどう訓まれていたかを

はっきりと示すものとして貴重である。

各歌に対する当時の人たちの解釈も知ること

ができる。

「類緊古集』の伝来 本書は、安土桃山時代

の古典学者として知られる細川幽斎から、そ

の弟子で江戸時代初期の代表的な堂上歌人の

烏丸光広へ、そして明治に入って烏丸家から

藤原北家花山院流の中山侯爵家へ、さらに西

本願寺門主の大谷家へと伝えられ、龍谷大学

図書館に譲渡されたものである。古典研究に

関わりの深い人々の手を経て本学の所蔵とな

ったことも、本書の性格を語ることになろう 。

(文学部教授)

現在からみた種類別編集の意義 古歌を題

材によって類別して編集することは、平安時

代も早い時期から行われていた。これは、歌

合せなどで、示された題にしたがって歌を詠

むことが盛んであったが、そのような題詠の

ための手本づくりが求められたことによる。

また 『類来古集』がと った分類方法は、平安

初期の 「新撰字鏡~ r和名類緊抄』などの辞書

の分類を参考にしたことが知られ、これら辞

書類の影響の強さとともに、平安時代の人た

ちの事象のとらえ方をみることができる。ま

た、各歌をどの種類に入れているかを通じて、
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大谷探検隊

収集古紙片のCD-ROM化

龍谷大学図書館には、西域文化資料の名前で

知られる膨大な量の古文書が収蔵されている。

西域文化資料とは、大谷光瑞師が、 20世紀初頭

に探検隊を組織して収集された仏教関連の貴重

な資料である。現在これらの資料は 『阿域考古

IZl諮』や 『西域文化研究』などにまとめられて

いるが、原典すなわち現物を閲覧しての研究に

は困難が伴う。資料は、紀元前から15世紀まで

の古文書であり、継続的な図書館課員の努力に

岡田至弘

より良好な保存が保たれている。 しかし、将米

に亘つての保存、研究活用を考える上では、従

来の文書保存の枠組みではなく、新たな保存技

術の開発が待たれるところである。 一般的に図

書館における古文書管理では、保存、分類、展

示の各項において各々留意する事が必要とされ

る。理工学部では、古文書の管理を体系化する

ために、保存・分類・展示を同じ枠組みの上で

行う研究に若手している。具体的には、古文書

そのものの持つ情報を高精細のデジタル画像と

して蓄積し、蓄積された画像をデータベース化

(分類)する。表示すなわち展示では、ハイビジ

ョン画像として描画してオフセット印刷程度の

品質で閲覧に供する。デジタル画像として蓄積

できることからキャンノマス聞のネッ トワーク経

由での利用も可能となる。現在は、文学部の小田

義久先生がまとめられた大谷文書目録を元に約

3000点の西域資料をデジタル画像として、入力

・蓄積を完了したところである。昨今のマルチ

メディア技術に対応して、全データはCD-ROM

に蓄積・管理している。今後は、資料そのものの

持つ情報を文字情報、紙片情報に分類して新た

な資料検索の枠組みを研究していくつもりであ

る。

研究にあたり、西域文化資料の整理にご尽力

を項いた図書館課員の方々、資料の研究利用を

許可して下さった図書館長の池田重良先生、文

学部の上山大峻先生に深謝いたします。

(埋工学部助教授)

4-



混合え知新
(西域文化資料の画像データベース)
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これまでの日ーで龍谷大学に3つある図書館のうち深草図苫館と大宮図書館を紹介してき ましたが、

今同は最も新しい瀬田図性館をのぞいてみたいと思います。

さて、経済学部のR君、スクールパスに乗って瀬田図書館に来たものの、深草図書館や前回行っ

た大宮図書館とは雰囲気が遠います。見慣れたカードボックスもあ りませんし、 ちょっと戸惑って

しまいました。そこで、入り 口のすぐそばのカ ウンターにいたSさんに聞いてみることにしました。

R 君:瀬田図書館に初めて来疋のですガ、

どうし芝らいいんですか。

Sさん:瀬田図書館は、全面開架方式をとっ

ていますので、深草や大宮の図書館

と違って全蔵書は表に出ています。

ま芝、開設当初力らコンピュータで

目録管理していますので、力一ドボ

ックスはありません。だから、図書

や雑誌を横索する場合は COPAC)

で探してもらえばいいですよ。

円 君 :深草の学生なんですが、ここでも図

書を借りられますか?

Sさん:借りられますよ。深草・大宮図書館

とは別に6冊借りられます。

円 君:経済学関係の図書はどこにあります

か?

Sさん:瀬田図書館はフ口戸によって分野の

配架を変えていて、社会科学系の図

書は1階です。自然科学や工学の理

工学関係は2階です。地階|こはその

他の人文科学等を配架しています。

そして、書架の中央の通路で和書と

洋書を分けています。経済学関係の

図書はT階になります。

円 君:模索端末の使い方は深草図書館と同

じですか?

Sさん:全く同じです。龍谷大学の図書館は

3館でデータベースを共有していま

- 6-

すから深草図書館と同じ方法で模索

してもらえますよ。

R 君 :じゃ深草図書館から瀬田図書館にあ

る図書を探すこともできますね。

Sさん :そのとおりです。瀬田図書館に来な

くても深草図書館から相互貸出を申

し込んでいだだければ、借りられま

すよ。申込用紙は旧館1Fのカウン

ターにあります。芝芝、その場合は

深草図書館の貸出制限数6冊に含ま

れることになりますけれど。

R 君 :雑誌の場合も同じように利用できる

のですか。

Sさん:ええ、雑誌も相互利用により、深草

図書館で瀬田図書館の~\要な雑誌の

コピーが手に入りますよ。申込用紙

は新館2Fのカウンターにあります。



R 君:雑誌はどこにありますか?

Sさん :2階には理工学部と社会学部の専門

雑誌を、地階にはその他の一般雑誌

を配架しています。バックナンバー

は2階の電動書架に自然科学系と人

文社会科学系に分けて、和雑誌は書

名のヨミの50音順に、洋雑誌は書名

の戸ルフ戸ベット順に配架していま

す。他大学との受換雑誌は、大学名

の50音順に別のところへ配架してい

ます。

コピーされるのでし芝ら、力一ド

式コピー機 3台ガT階奥にあります。

コビーカードはカウンター横の自動

販売機力購買部で購入してくださいO

R 君:学外に文献複写を頼む場合は、深草

図書館と同じですか。

Sさん:同じです。申込用紙に必要事項を記

入してカウンターに持って来てくだ

さい。記入例はカウンターにありま

すから、それを見て記入してくださ

い。分からなければ係の者に聞いて

ください。

円 君:カウンター横のパソコンは何に使う

のですか。

Sさん:深草図書館のリーガルベースと同じ

ように法律判例文献情報やJ-

BISC、N-BISC、NACSIS等の

CD-ROMの検索に使うパソコン

とNACSIS-IR、JICST/JOIS、
日経テレコンBIZ等の外部情報模索

に使うパソコンです。利用するとき

は力ウンターで申込書に記入しても

らえば、模索ガ出来るところまで図

書館で戸クセスしますよ。

R 君 :学生ガ自分でも自由に使えるわけで

すね。それでは、NIFTY-Serveや

PC-VANといつだパソコン通信は

使えますか?

Sさん:残念なガらそういつだパソコン通信

については舎のところ使えません。

だだ、その他のデータベースも含め

て新規加入は考えています。

R 君 :例えばNACSIS-IRではどのよう

なことが模索できるのですか。

Sさん:キーワードを打ちこむことによって、

最近10年位の雑誌論文がどの雑誌の

どの号に載っているかを網羅的に調

べることができますよ。

R 君:図書館って色々できることがあるん

ですね。どうもありか.とうございま

しだ。

以上のや りとり を読んで、いただければ、瀬田図書館の概略は分かったも同然です。でも、図書館

は使ってみないと分からないこともたくさんあります。図書館は本の倉庫ではありません。どんど

ん使いこなしてこそ図書館です。図書館スタ ッフも学生のみなさんの来館をてぐすね号|いて待って

います。では、図書館でお会いしま しょう 。
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資格試験(公認会計士・税理士他)

受験者への図書館利用のすすめ

一- FromProfessor 

早 矢 仕 健 司

これからの経済社会は、いわゆるバブル経済ま

でのようなお度な成長が望まれる社会ではなくな

って来ていることは、学生諸君も十分に認識して

いることであろう。したがってこれまでのような

大学卒を大抵に受け入れてくれるような経済社会

ではなく、いろいろな領域で、量より'l1を要求さ

れる社会となっている。このような経済社会のな

かで活縦しようとするものは、大学生活の中で各

自がどのような質(専門的な知識)を身につける

かを真剣に考えて行かねばならない。その一つが、

何らかの資格を取得す ることであろう 。

現在、 学生諸君が取得可能な資格は、司法試験、

公認.会計士を筆頭にその他種々のものがある。そ

こでi菜市図書館では、それらの資格試験受検に必

要な問姐集から資格のI)'J谷を解説した:日:物を揃え

た〔資絡試験問題集コーナー〕を設けている。

龍谷大学もすでに多くの資格試験取得者(司法

試験、公認会計士、税迎士等)を輩出し、専門職

業家として社会で活服している。これら資格取得

者たちは、おそらくいわゆるダブルスクールで各

専門学校にも通って勉強したものもいるであろう

が、それと同時に図:'jl}fi:r:のこの〔資格試験コーナ

ー〕を利用しながら勉強したことであろう 。龍谷

大学では1993年度卒業生から大変~(t しいといわれ

る公認会計士第2次試験に在学中に合格した学生

が出ました。このように、諸君の仲間から合格者

がてみたことは、難|刻であるといわれている資格試

験が努力すれば諸君の手の届く所にあることを物

語る証拠である。

このような4jJ.実を各自の刺激として、折角開設

されている〔資絡試験コーナー〕を大いに利川して、

この大学生活のなかで各向の大学生としての質を

高める努力をしてほしいものである。そのために

は、わが図刊:館もでき得る限りの援助 ・協力を惜
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しむものではない。

今後、多くの資格取得者が輩出することを期待

したい。 (経常三戸部教授)

一一FromStudent 
機井裕子

大学卒業後5年間の職務経験を経て、大学院で

の勉強を始めた私が最初にしたことは、図書館を

「見る」ことであった。大学が自分の勉強をどう

サポートしてくれるかということを前も って知っ

ておきたかったからである。国立の単科大学を卒

業した夜、にと って、私立の総合大学の図書館は、

至ると こ ろに宝が転がる「アリノ〈パのi~J慌」のよ

うに思えた。:学音11時代は柔道の練習や友人との他

愛もないおしゃべりに時間を費やし、図型}fi'ii・は試

験前の 1、2週間だけを過ごす自習室だった。宝

の山があったのかどうかもま11らない。しかし、も

し宝があることに気づいていたならば、大学生活

は大きく変わっていたのでないかとさえ思うので

ある。その点、本大学の図哲館は親切で、例えば

館内には「資絡試験コーナー」が持別に設けられ

ており、「宝はここにありますよ」と教えてくれて

いる。それを兄てはじめて、何らかの資格取得が

必要であると考えた学生も少なくはないと思う 。

社会に出た途端、ことあるごとに「いったい、

大学で何を勉強してきたのか」と問われ、「無駄の

効用ですよ、へへへ」と頭を掻くばかりであった私

であるが、できることなら、資格の一つや二つを

眼前にたたきつけてやりたかったと、つくづく残

念に思うのである。

(経営学研究科 ・ビジネスコース)
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